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１． 業務概要 
 

１-１ 業務名 
平成 27年度滝沢市内各種環境調査及び環境情報マップ更新業務 

自動車騒音常時監視業務【騒音調査編】 

 

１-２ 業務目的 
滝沢市内における主要幹線道路を騒音規制法第18条第1項の規定に基づき、自動車騒音

の状況を常時監視する。 

環境省水・大気環境局自動車環境対策課が配布する面的評価支援システムを使用し、

「騒音に係る環境基準の評価マニュアル」（平成12年5月15日付け環大二第51号、環大企

第101号 環境庁大気保全局長通知）及び「騒音規制法第18条の規定に基づく自動車騒音

の状況の常時監視に係る事務の処理基準について」（平成23年9月14日付け環水大自発11

0914001号環境省水・大気環境局長通知）に沿った評価対象路線の環境基準の達成状況を

把握し、今後の総合的な道路環境の各種施策への反映を図る。 

 

１-３ 履行期間 
平成 27年 6月 4日から平成 28年 3月 18日 

 

１-４ 業務場所 
岩手県滝沢市内 

 

１-５ 業務内容 
業務内容及び数量を表 1-1に示す。 

 

表 １-１ 業務内容及び数量 

業務項目 単位 数量 備 考 

騒音発生強度 地点 2 監視対象道路の道路端で自動車騒音を 24時間測定 

残留騒音 地点 2 
自動車騒音測定地点の背後地で昼間・夜間の基準時間帯のうち

各 2観測時間に残留騒音を 10分間以上測定 

交通量 地点 2 
上下別・車種別交通量を昼間の基準時間帯うち 2観測時間帯に

各 10分間測定 

走行速度 地点 2 
交通量測定時間帯における走行車両の上下別・車種別平均走行

速度を測定 

道路条件 地点 2 
自動車騒音測定地点の道路構造等を記録し平面図・横断図を作

成 
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１-６ 調査地点 
騒音発生強度の調査地点は、表 1-2及び図 1-1に示す滝沢市内の幹線を担う道路の 2区間（一

連番号の 1と 7）に設定した。 

なお、調査地点の詳細については、図 1-2～図 1-3に示す。 

 

表 １-２ 調査地点一覧 

一連

番号
評価区間番号 路線名

車

線

数

始点住所 終点住所

評価区

間の延

長（ｋｍ）

指定最

高速度

（km/h）

道路

種別

道路

構造

遮音

壁等

の有

無

低騒

音舗

装の

有無

騒音発

生強度

の把握

1 2010-130-1 東北自動車道 4 鵜飼下高柳 鵜飼大緩 0.6 100 1 3 1 1 1

2 2010-10270-1 一般国道4号 2 巣子 巣子 0.8 50 3 1 0 1 2

3 2010-11030-1 一般国道46号 4 大釜竹鼻 篠木黒畑 0.5 60 3 1 0 1 4

4 2010-11040-1 一般国道46号 4 大釜大畑 大釜竹鼻 0.6 60 3 1 0 1 3

5 2010-40610-1 主要地方道盛岡環状線 2 篠木黒畑 篠木明法 0.8 50 4 1 0 1 2

6 2010-40610-2 主要地方道盛岡環状線 2 鵜飼御庭田 鵜飼御庭田 0.3 40 4 1 0 0 5

7 2010-40620-1 主要地方道盛岡環状線 2 下鵜飼 鵜飼先古川 0.6 40 4 1 0 0 1

8 2010-40620-2 主要地方道盛岡環状線 2 鵜飼迫 鵜飼洞畑 0.6 40 4 1 0 1 0

9 2010-40620-3 主要地方道盛岡環状線 2 土沢 土沢 0.1 40 4 1 0 0 0

10 2010-40630-1 主要地方道盛岡環状線 2 狼久保 野沢 0.9 40 4 1 0 0 2

11 2010-40640-1 主要地方道盛岡環状線 2 野沢 野沢 0.2 40 4 1 0 0 0

12 2010-60400-1 一般県道大釜停車場線 2 篠木明法 大釜竹鼻 0.8 40 4 1 0 0 5

13 2010-61560-1 一般県道盛岡滝沢線 4 穴口 鵜飼諸葛川 0.5 40 4 1 0 0 2

14 2010-61560-2 一般県道盛岡滝沢線 2 鵜飼諸葛川 鵜飼下高柳 0.2 40 4 1 0 0 0

15 2010-61560-3 一般県道盛岡滝沢線 2 鵜飼下高柳 鵜飼年毛 0.5 50 4 1 0 1 0

16 2010-61560-4 一般県道盛岡滝沢線 2 鵜飼八人打 下鵜飼 0.2 50 4 1 0 0 0

（注） 1．表中の道路種別は、1が高速自動車道、3が一般国道、4が県道を示す。

2．表中の道路構造は、1が平面構造、2が盛土構造を示す。

3．表中の遮音壁の有無は、0 が無し、1 が有りを示す。

4．表中の低騒音舗装の有無は、0 が無し、1 が有りを示す。

5．表中の騒音発生強度の把握に示す数値は、以下のとおりである。

　　0：次年度以降騒音発生強度を把握する区間

　　1：今年度騒音測定を実施し騒音発生強度及び残留騒音を把握した区間

　　2：「一般道路騒音測定等調査業務」の騒音実測値を騒音発生強度とする区間

　　3：岩手県が平成24年度に測定した騒音実測値を騒音発生強度とする区間

　　4：評価区間に評価対象住居が存在しないため評価を実施しない区間

　　5：過年度業務で騒音発生強度及び残留騒音を把握した区間  
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図 １-１ 調査地点位置図 

№ 路線名 

車

線

数 

評価区

間の延

長（km） 

調査地点住所 

1 東北自動車道 2 0.6 滝沢市鵜飼笹森 

7 盛岡環状線 2 0.6 滝沢市中鵜飼 
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図 １-２ 調査地点詳細図（東北自動車道） 

[凡 例] 

 ●：騒音発生強度 

 ▲：残留騒音 

  

 

車線数：4車線 指定最高速度：100km/h 

舗装の種類：低騒音舗装 

 

▲ ● 
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 図 １-３ 調査地点詳細図（盛岡環状線） 

[凡 例] 

 ●：騒音発生強度 

 ▲：残留騒音 

 

 

車線数：2車線 指定最高速度：40km/h 

舗装の種類：アスファルト舗装 

 

● 
▲ 
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１-７ 調査実施日 
調査実施日を表 1-3に示す。 

現地調査日は、雨天等の日及び学校休業日（夏季休業期間等）を避け、騒音の状況が 1 年間

を通じて平均的であると思われる日を選定した。 

 

表 １-３ 調査実施日 

№ 
評価区 

間番号 
種 別 路線名 

車
線
数 

調査地点住所 調査実施日 

1 130-1 高速自動車道 東北自動車道 4 滝沢市鵜飼笹森 平成 27 年 10 月 22 日～23 日 

7 40620-1 県道 盛岡環状線 2 滝沢市中鵜飼 平成 27 年 10 月 20 日～21 日 
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２． 調査方法 
 

「騒音に係る環境基準(平成 10年 9月 30日環境庁告示第 64号)」及び「自動車騒音常時監視

マニュアル（平成 23年 9月 14日環水大自発 110914002号環境省水・大気環境局自動車環境対

策課長）」に準拠する。 

 

２-１ 騒音発生強度及び残留騒音 
（１） 測定機器及び測定条件 

計量法第 71条の条件に合格し、検定証印等の有効期間内の普通騒音計を使用し、周波数

重み特性は A特性、時間重み特性は FASTとした。 

 

（２） 測定地点 

各評価区間に、道路に面する地点（自動車騒音）及び背後地（残留騒音）の 2 地点を設

定し、同日に測定した。 

 

（３） 測定機器の設置場所 

測定用マイクロホンは、反射音の影響を避けるため、道路端の場合は建物等の壁から 3.5

ｍ以上、背後地の場合は建物等の壁から 1～2ｍ離れた場所に設置し、集音部は地上より 1.2

ｍの高さとした。なお、測定機器の構成を図 2-1に示す。 

 

（４） 測定時間及び回数 

道路に面する地点は、毎正時 10 分間の騒音を 24 時間連続で測定した。背後地は、昼間

及び夜間の各 2観測時間で 10分間以上の騒音を測定した。 

 

 

図 ２-１ 騒音測定機器接続状況図 

メモリーカード 

騒 音 計 
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２-２ 車種別交通量及び車速 
 

（１） 車種別交通量 

騒音測定と同時に上下別の車種別交通量を測定する。分類する車種は大型車Ⅰ、大型車

Ⅱ、小型車、二輪車の 4種とし、詳細を表 2-1に示す。 

 

表 ２-１ 車種分類 

車 種 区 分 細 区 分 対応するプレート番号 

大 型 車 

Ⅰ 

普通貨物車 

特種用途車 

乗合自動車 

大型番号標 

1､10～19、100～199 

8､80～89、800～899 

2､20～29、200～299 

特殊車 

番号標 

9､90～99、900～999 

0､00、000 

Ⅱ 

普通貨物車 

特種用途車 

乗合自動車 

小型番号標 

1､10～19、100～199 

8､80～89、800～899 

2､20～29、200～299 

小 型 車 上記以外のプレート番号で二輪車を除く車両 

二 輪 車 自動二輪車、原動機付自転車 

※大型車Ⅱの特種用途車は、改造前の自動車が小型車と同程度の大きさ

の場合は、小型車としてカウントする。  

 

（２） 車速 

上下別に走行車両の平均速度を測定した。 

道路に 50ｍ～100ｍの間隔で目印を設定し、この間の車の通過時間について上下別及び車

種別に、それぞれ 5台を目安に測定し速度を求めた。なお、測定は、騒音測定と同時に行っ

た。 

 

（３） 測定時間 

昼間の 2観測時間帯（8時台、16時台及び 17時台）に各 10分間測定した。 
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３． 調査結果 
 

３-１ 騒音発生強度及び残留騒音 
調査地点における自動車騒音の測定結果と環境基準を表 3-1 に、自動車騒音の経時変化を

図 3-1～図 3-2に示す。 

自動車騒音の測定結果は、東北自動車道と盛岡環状線の 2 路線とも昼間及び夜間の「幹線

を担う道路に近接する空間」に適用される環境基準値以下であった。 

 

表 ３-１ 騒音レベル測定結果 

№ 路線名 
環境基準の類型

指定状況 

昼  間 

(6:00～22:00) 

夜  間 

(22:00～6:00) 

自動車騒音 

（LAeq dB） 

残留騒音 

（LA95 dB） 

自動車騒音 

（LAeq dB） 

残留騒音 

（LA95 dB） 

1 東北自動車道 B類型 
58 

(-12) 
45 

52 

(-18) 
30 

7 盛岡環状線 A類型 
69 

(-1) 
47 

64 

(-6) 
36 

環境

基準 

道路端から 2 車線以

下は 15ｍ、2車線超は

20m までの範囲に適

用 

特例 70 － 65 － 

道路に面する地域（上

記の範囲を除く）に適

用 

A類型 60 － 55 － 

B・C類型 65 － 60 － 

【備考】 

調査地点の自動車騒音には、「幹線を担う道路に近接する空間」の環境基準（特例）が適用される。自動

車騒音の下段のカッコ内は、環境基準値との差を示し、プラスであれば環境基準超過、マイナスであれば環

境基準未満を意味する。 
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図 ３-１ 自動車騒音の経時変化（東北自動車道） 
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図 ３-２ 自動車騒音の経時変化（盛岡環状線） 
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３-２ 交通量及び走行速度 
 

（１） 交通量 

調査地点における車線別交通量と大型混入率を表 3-2に示す。 

10分間交通量は、昼間の時間帯の上下線の合計で、東北自動車道が 204台～253台、盛岡

環状線が 149台～221台であった。騒音レベルの高い大型車の混入率は、東北自動車道が 16.1%

～29.5%で、盛岡環状線が 13.0%～19.4%であった。 

 

表 ３-２ 車線別交通量一覧 

（交通量単位：台） 

№ 路線名 観測時間 

手前側（下り線） 
反対側（上り線） 

(騒音測定側車線) 

大

型

車

Ⅰ 

大

型

車

Ⅱ 

小
型
車 

二

輪

車 

合 

計 

大型混入

率(%) 

大

型

車

Ⅰ 

大

型

車

Ⅱ 

小
型
車 

二

輪

車 

合 

計 

大型混入

率(%) 

1 
東北自動

車道 

8:00 4 3 106 0 113 27.0% 11 7 94 0 112 16.1% 

16:00 0 5 101 0 106 23.3% 17 13 88 0 118 25.4% 

17:00 0 5 101 0 106 27.7% 25 19 105 0 149 29.5% 

7 
盛岡環状

線 

8:00 6 11 94 1 112 15.3% 7 7 94 1 109 13.0% 

16:00 7 7 63 0 77 18.2% 11 3 58 0 77 19.4% 

17:00 9 5 83 0 97 14.4% 14 5 86 0 97 18.1% 

 

（２） 平均走行速度 

調査地点における平均走行速度と指定最高速度を表 3-3に示す。 

車両は、2路線とも概ね指定最高速度に近い速度で走行していた。 

 

表 ３-３ 平均走行速度一覧 

（単位：km/h） 

№ 路線名 
測定 

時間 

手前側（下り線） 
反対側（上り線） 指定最

高速度 
(騒音測定側車線) 

大型車 小型車 平 均 大型車 小型車 平 均 

1 
東北自動

車道 

8:00 75 86 80 97 124 108 

100 16:00 79 92 85 95 104 99 

17:00 95 101 98 96 111 103 

7 
盛岡環状

線 

8:00 41 41 41 44 44 44 

40 16:00 36 37 37 41 45 43 

17:00 40 41 41 41 42 41 
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３-３ 道路条件 
調査地点における道路条件を表 3-4に、測定地点の平面図・横断図を図 3-3に示す。 

 

表 ３-４ 騒音測定地点道路条件 

騒音測定地点番号 1 7 

評価区間番号 130-1 40620-1 

路線名 東北自動車道 盛岡環状線 

車線数 4 2 

道路種別 高速自動車道 県道 

道路構造 盛土 平面 

遮音壁等の有無 あり なし 

低騒音舗装の有無 あり なし 

道路幅員構成 

道路部幅員(m) 33.16 9.20 

車道部幅員(m) 31.66 7.00 

車道幅員(m) 14.00 5.50 

中央帯幅員(m) 4.50 0.00 

歩道幅員(m) 上り 0.00 0.00 

下り 0.00 2.20 

自転車道幅員(m) 上り 0.00 0.00 

下り 0.00 0.00 

停車帯等幅員(m) 上り 6.57 0.00 

下り 6.59 0.00 

自動車騒音測定点位置 

車道端からの距離(m) 26.1 3.0 

道路敷地境界からの距離(m) 0.0 0.0 

地上高さ(m) 1.2 1.2 

残留騒音測定点位置 
車道端からの距離(m) 50.6 19.3 

地上高さ(m) 1.2 1.2 
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図 ３-３ 騒音測定地点の平面図・横断図 


